
決
議 

 

 

世
界
に
類
を
み
な
い
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
た
我
が
国
に
お
い
て
、
政
府
は
、「
安
心
に
つ

な
が
る
社
会
保
障
」
を
一
つ
の
柱
と
す
る
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
経
済
の
再
生
と
財
政
の
健
全
化
を
優
先
し
、
社
会
保
障
関
係
費
の
伸

び
の
抑
制
を
目
的
と
し
た
診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
や
給
付
範
囲
を
縮
小
す
る
施

策
を
行
っ
て
き
た
。 

 

い
ま
や
、
医
療
と
介
護
の
就
業
人
口
は
七
〇
〇
万
人
、
国
内
生
産
額
は
六
○
兆
円
を
超
え
、

そ
の
経
済
波
及
効
果
は
公
共
事
業
に
近
い
水
準
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

社
会
を
安
定
さ
せ
、
経
済
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
す
る
。 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
基
盤
整
備
や
急
速
に
需
要
が
増
し
て
い
る
医

療
・
介
護
人
材
へ
の
十
分
な
手
当
な
ど
安
心
な
医
療
・
介
護
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
政
府

は
、
充
分
な
財
源
を
確
保
し
、
次
期
医
療
・
介
護
の
同
時
改
定
を
プ
ラ
ス
改
定
に
す
べ
き
で
あ

る
。 

 

さ
ら
に
政
府
は
、「
か
か
り
つ
け
医
普
及
の
観
点
か
ら
」
と
称
し
、
か
か
り
つ
け
医
以
外
を

受
診
し
た
場
合
の
外
来
時
定
額
負
担
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
受
診
回
数
を
抑
制
す

る
施
策
は
、
国
民
が
自
由
に
医
療
機
関
を
選
択
し
て
健
康
と
長
寿
を
保
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
医
療
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 

以
上
よ
り
、
我
々
は
国
民
の
健
康
と
医
療
制
度
を
守
る
た
め
に
、
左
記
の
如
く
決
議
す
る
。 

 

記 

 

一
、
次
期
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
を
プ
ラ
ス
改
定
と
せ
よ
。 

一
、
外
来
受
診
時
定
額
負
担
の
導
入
は
止
め
よ
。 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
七
日 

 
 

愛
知
県
医
師
会
第
一
七
九
回
（
定
例
）
代
議
員
会 


